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Web-GISによる分布図の表示（メッシュによる表示、動物分布：ニホンジカ） Web-GISによる分布図の表示（鳥類生息調査と湿地・藻場調査の結果）

Web-GISによる分布図の表示（第6回動植物分布調査：イノシシ） JJ‐‐IBISIBISの年度別参照回数の年度別参照回数
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インターネット自然研究所 トップページ 国立公園・野生生物ライブ映像（トップページ）
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国立公園・野生生物ライブ映像（ライブカメラ画像） 国立公園・野生生物ライブ映像（過去の画像の一覧表示）

国立公園・野生生物ライブ映像国立公園・野生生物ライブ映像
（2006年度参照回数ベスト5）

1. 尾瀬沼 1,081,490回
2. 田貫湖畔から見た富士山 783,876回

5. 裏磐梯レンゲ沼と
磐梯山 444,879回3. 乗鞍高原からの乗鞍岳 509,134回 4. 奥日光湯ノ湖 470,871回

日本の重要湿地500 トップページ

日本の重要湿地500（地図検索画面） 日本の重要湿地500（個別情報ページ）
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生物多様性情報クリアリングハウスメカニズム生物多様性情報クリアリングハウスメカニズム
（CHM: Clearing House Mechanism）

NGO、市民
レベルの情報研究レベルの情報

・大学、研究機関

行政レベルの情報
・生物多様性センター
・環境省
地方公共団体 など

その他
・埋もれている

生物情報・地方公共団体 など 生物情報

分散する情報の相互活用
CHMの背景： 生物多様性条約 において情報交換の重要性を掲げる

○第17条（情報の交換）
○第18条（科学技術協力） 締約国等でCHM構築を進める

生物多様性センターが日本の窓口としてCHMを運営

NGO、市民
レベルの情報研究レベルの情報

・大学、研究機関

行政レベルの情報
・生物多様性センター
・環境省
地方公共団体 など

その他
・埋もれている

生物情報

生物多様性情報クリアリングハウスメカニズム生物多様性情報クリアリングハウスメカニズム
（CHM: Clearing House Mechanism）

・地方公共団体 など 生物情報

「メタデータ」を登録

情報の所在、概要を知る
ための情報

書籍 ⇔ 図書目録
の関係に相当

例

メタデータに含まれる主な項目メタデータに含まれる主な項目

項目 内容 具体例

1. カタログ情報 データの題名、版、出
版日 等

第6回自然環境保全基礎調査種の多様性調査
鳥類繁殖分布調査報告書

2. 責任者情報 データの管理責任者
の名称、住所、電話
番号、メールアドレス
等

環境省自然環境局生物多様性センター
山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾5597-1
TEL 0555-72-6033、FAX 0555-72-6035
webmaster@biodic.go.jp等 webmaster@biodic.go.jp

3. データセットの範囲 データの位置範囲

データの作成日・出
版日等

西側境界 122.93゜E、東側境界 153.99゜E
北側境界 45.56゜N、南側境界 20.43゜N

4. データセットの概要 データの概要の説明
等

第6回種の多様性調査は、特に中・大型哺乳
類に重点をおいた調査を実施し、……

5. 分類、キーワード
情報

検索に使用するキー
ワード等

第6回自然環境保全基礎調査，動物調査，種
の多様性調査，鳥類繁殖分布調査

6. その他 フォーマットの種別等 紙／352頁

CHMの検索画面

CHMの検索画面

NGO、市民
レベルの情報研究レベルの情報

・大学、研究機関

行政レベルの情報
・生物多様性センター
・環境省
地方公共団体 など

その他
・埋もれている

生物情報

生物多様性情報クリアリングハウスメカニズム生物多様性情報クリアリングハウスメカニズム
（CHM: Clearing House Mechanism）

・地方公共団体 など 生物情報

「メタデータ」を登録
全国に散在する情報の
メタデータを横断的に
検索・把握できる

普及啓発普及啓発 ～情報発信・提供～～情報発信・提供～

１．ニューズレターの発行

２．ホームページによる

情報提供

ニューズレター生物多様性センターホームページ
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関係省庁、機関等との連携関係省庁、機関等との連携

１．関係省庁との連携

・自然環境情報に関する省庁連携ワーキンググループに
おける検討の推進

→ GIS情報の試行的重ね合わせ

自 系 査 究機 連携２．自然系調査研究機関との連携

・自然系調査研究機関連絡会議の拡充

（構成機関）

環境省生物多様性センター、国立環境研究所、都道

府県自然系調査研究機関 ・・・ 現在計１６機関

→ 自然系博物館等への参加呼びかけ

→ 調査研究項目等の情報共有を目指す
49

関係省庁、機関等との連携関係省庁、機関等との連携

３．大学等との連携

・日本長期生態学研究ネットワーク （ＪａＬＴＥＲ）との連携

→ モニタリングサイト１０００での連携、情報共有

４．国際的枠組みとの連携

・地球規模生物多様性情報機構（ＧＢＩＦ）

→ 標本情報、基礎調査の情報提供

・アジア水鳥センサス（ＡＷＣ）

→ モニタリングサイト１０００等の情報を提供

・その他の国際プログラム（全球地球観測システムなど）

50

第三次生物多様性国家戦略を踏まえた今後の取り組み

１．関係省庁、機関等との情報連携

• 関係省庁、機関、大学間での生物多様性情報の共有

• 自然系調査研究機関連絡会議の拡充

• 国際的な枠組みへの貢献

生物多様性情報の整備に関する課題生物多様性情報の整備に関する課題

• 国際的な枠組みへの貢献

２．J-IBISの拡充等による情報提供の推進

• 自然環境情報の電子化・インターネットによる迅速な
提供の推進

• Web‐GISを活用したデータの整備・提供の推進

• 国外向け情報発信の強化


